
　12月3日、川辺第三保育所で餅つき大会が行われま

した。 

　餅米が蒸し上がると、園児らは、「ぺったん、ぺっ

たん」という掛け声に合わせて、子ども用の杵でお

餅をつきました。お餅がつきあがるとお手伝いの保

護者の方が小さくちぎり、きな粉をまぶして、みん

なで食べました。園児は「柔らかくておいしい。」と

喜んでいました。 
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昨
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
通
常
選
挙
が

重
な
る
選
挙
の
年
で
し
た
。
参
議
院
選
挙
で
は
与
野

党
勢
力
が
逆
転
し
、
そ
の
後
の
国
政
の
混
迷
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
川
辺
町
で
は
町
議
会
議
員
選
挙
が
８

月
に
行
わ
れ
、
今
回
か
ら
は
定
数
２
名
減
の
10
人
の

議
員
諸
氏
が
誕
生
し
、
町
政
に
献
身
的
に
ご
参
画
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
Ｍ
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）
6.9
の
能
登
半
島
地
震
が
、
７
月
に
は
Ｍ

6.8
の
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
、
私
た
ち
の
心
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
新
潟
県
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
、

中
越
地
震
か
ら
３
年
を
経
ず
し
て
ふ
た
た
び
中
越
沖

地
震
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

震
発
生
の
と
き
・
と
こ
ろ
が
現
在
の
科
学
水
準
で
は

特
定
で
き
な
い
と
い
う
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。
川
辺
町

で
は
、
数
年
前
よ
り
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
19
年
度
は
西
小
学
校
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
20
年
度
は

北
小
学
校
体
育
館
、
21
年
度
に
は
北
小
学
校
校
舎
・

東
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
「
安
全
・
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
老

朽
化
し
た
比
久
見
住
宅
建
設
整
備
５
ヶ
年
計
画
の
実 

 

施
設
計
に
着
手
し
た
ほ
か
、
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

作
成
事
業
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業
、

防
災
講
演
会
、
上
水
道
の
老
朽
管
緊
急
更
新
計
画
策

定
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
小
学
生
の
医
療
費
無
料

化
に
ふ
み
き
っ
た
ほ
か
、
障
が
い
や
心
の
病
を
も
つ

児
童
生
徒
に
対
応
す
る
支
援
講
師
派
遣
事
業
、
教
育

備
品
更
新
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
３
月

に
竣
工
し
た
川
辺
西
学
童
保
育
所
に
も
、
元
気
な
小

学
生
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
継
続
事
業
で
あ
る
下

水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
比
久
見
山
側
の
残
り
部
分

全
部
、
下
吉
田
・
神
坂
の
一
部
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
・
町
民
運
動
会
・
ふ
れ
愛
ま
つ

り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
、
盛
況
の
う
ち
に
開
催
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
本
年
４
月
よ
り
川
辺
町
第
４
次
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
本
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
、
過
去 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

平
成
二
十
年
の
新
春
を
迎
え 

　
　  

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 
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３
次
に
わ
た
る
総
合
計
画
の
再
検
証
を
旨
と
し
な
が

ら
、
町
民
皆
様
３
０
０
０
名
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
審
議

会
、
川
辺
町
議
会
の
皆
様
に
は
、
１
年
以
上
に
わ
た

り
慎
重
、
綿
密
に
ご
協
議
い
た
だ
き
策
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

町
民
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
（
安
全
と
健
康
）
、
豊
か

な
自
然
と
産
業
活
動
を
調
和
し
て
い
く
こ
と
（
環
境

と
産
業
）
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
と
も
に
築
き
創

造
し
て
い
く
こ
と
（
改
革
と
協
働
）
を
理
念
と
し
て

掲
げ
、
平
成
24
年
度
の
将
来
像
を 

 

　
美
し
く
輝
く
　
水
辺
と
心
を
育
む
ま
ち 

 

と
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
は
、
生
活
基
盤
の
確
立
、
企
業
誘
致
と
起
業
の

推
進
、
次
世
代
の
育
成
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
な
ど
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
推
進
、
健
康
づ
く
り

運
動
の
展
開
、
福
祉
医
療
制
度
の
充
実
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
づ
く
り
な
ど
美
し
い
水
辺
と
健
康
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ
ら
に
は
防
災
対
策
の
推
進
、
広 

報
・
広
聴
の
推
進
、
住
民
活
動
の
支
援
な
ど
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
と
に
、
し
ば
し
ば
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し

た
よ
う
に
、
目
標
年
度
で
あ
る
平
成
24
年
に
は
、
ぎ

ふ
清
流
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ボ
ー
ト
競
技
会
場

に
内
定
し
て
い
る
川
辺
町
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ボ

ー
ト
王
国
と
し
て
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
最
大

限
に
活
か
し
、
か
わ
べ
を
全
国
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
す
で
に
、
国
体
準
備
室
を
開
設
し
た
ほ
か
、

昨
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
視
察
、
兵
庫
の
じ
ぎ
く

国
体
の
資
料
分
析
な
ど
と
行
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

準
備
進
捗
状
況
や
国
体
情
報
は
広
報
な
ど
を
通
じ
て

随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
大
会
成
功

の
た
め
、
町
民
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
い
ま
、
地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
社
会
・
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
過

渡
期
に
あ
っ
て
、
川
辺
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
皆

様
と
と
も
に
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
り
町
政
に
邁
進

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
運
営
に
努
め
、
町
民
皆
様
と
協
働
し
な
が 

ら
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
お
わ
り
に
、「
美
し
く
輝
く
　
水
辺
と
心
を
育
む
」

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
最
大
最
善
の
努
力
を
傾
注
す

る
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
し
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

 

　
　
　
平
成
二
十
年
新
春 

                  

　
川
辺
町
長
　
　
佐
藤
　
光
宏 

べ
ん
た
つ 
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《
川
辺
町
へ
》 

川
辺
町
切
手
類
販
売
協
会
　
様 

　
公
民
館
図
書
室
の
図
書
購

　
入
に 

　
　
　
　
￥
８
７
，６
９
８ 

 

村
瀬
康
彦
　
様 

　
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
、

　
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
電
子

　
ピ
ア
ノ 

 《
ゆ
う
ゆ
う
舎
川
辺
へ
》 

美
濃
加
茂
市
社
協
会
　
様 

　     

軽
ト
ラ
ッ
ク
　
１
台 

 

自
動
車
総
連
　
様 

　
パ
ソ
コ
ン
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
　
な
ど 

 《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》 

和
田
　
隆
　
様 

　
　
　
￥
１
０
０
，０
０
０ 

 

ひ
ま
わ
り
工
房
　
様
　 

　
　
　
　
￥
１
０
，０
０
０ 

 

航
空
祭
参
加
者
一
同
　
様 

　
　
　
　
　
￥
１
，１
４
１  

 

◎
寄
付
・
寄
贈 

◎
奉

仕

作

業 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

寄
付
・
寄
贈
・
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

11
11

（日） 

25
（日） 

24
11

（土） 　川辺町の文化系サークルや公民館講座などの活動を紹介する「まなび

ピア川辺」が開催されました。生け花や書道、手芸などの各サークルや

小中学生の作品が展示されたほか、公民館講座の「一五一会」講座の受

講生による演奏会なども行われ、多くの人で賑わいました。また「こだ

わりコーヒー講座」「パン講座」によるコーヒーやパンの試飲、試食は

行列ができるほどの人気を集めていました。 

　そのほかにも竹とんぼや横笛作り、昔の遊び、トールペイント体験な

どのコーナーにはたくさんの子どもが参加し、楽しく地域の名人の指導

を受けていました。 

　全国梅干しコンクールの加工梅の部で加

藤かつみさん（上川辺）の梅ジャムが、最

優秀賞を受賞しました。全国梅干しコンク

ールは、4年に1回大分県日田市で開催され

ており、今年は梅干しの部に532点、加工

梅の部に199点の応募があった中からの受

賞となりました。 

　加藤さんの梅ジャムは、添加物など一切

加えず、梅に砂糖だけを加えて煮詰めて作

ります。畑にある1本の梅の木から家族のために作っているもので、販売などはし

ていません。加藤さんは受賞にあたり「協力してくれる人がいれば、たくさん作

って名物にできるといいんだけどね。」と語ってくれました。 

様々な作品展示 

コーヒー講座によるコーヒーの試飲 一五一会の演奏会 横笛作り体験 



������ ���	
�5

　川辺第2保育所で保育所内の給食室から火災が発生したという想

定で火災避難訓練が行われました。サイレンが鳴ると園児らは運動

場まで駆け出し、すばやく整列できました。 

　点呼のあとは、消防署員による放水訓練を見て歓声を上げ、保育

士の消火器を使った消火訓練に「先生がんばれ！先生がんばれ！」

と応援をしました。最後に消防車の前で記念写真を撮ったり、消防

車の中を見せてもらって園児らは興奮気味に喜んでいました。 

　松村武子さん（中川辺）と栗山美貴子さん（中川辺）が可茂・郡

上地域公衆衛生協議会表彰を受賞されました。松村さんは、多年に

わたる地域医療の推進に尽力された功労により、また栗山さんは食

生活改善の推進、母子保健活動、健康づくり実践活動など地域保健

事業に尽力された功績が高く評価されての受賞となりました。 

　受賞にあたり松村さんは「当たり前のことをしてきただけなので、

受賞は驚きました。私を待っていてくださる方がいるので忙しくて

も時間を守ることに苦心しました。」、栗山さんは「川辺町の子ども

たちに健やかに育って欲しいという気持ちで活動を続けました。」

とそれぞれ感想を述べられました。 

　かわべ優店会（商店経営者11名で構成）が、町のイメージアップ

と明るい話題づくりのため中川辺駅前に電飾のクリスマスツリーを

設置しました。この電飾は、平成11年から始まり、今年で9回目と

なります。 

　ツリーは円柱をピラミッド状に積み上げて作られた花壇を利用し

設置され、およそ１万球の電球が使用されました。ツリーは白く輝き、

カラフルなベルやトナカイがあしらわれた可愛らしいもので、年末

年始に駅の乗降客や通行者の目を楽しませてくれました。　 

8
12

（土） 　川辺町芸術劇場「辛島美登里クリスマスコンサート」が開催さ

れました。「サイレントイブ」などクリスマスに関するヒット曲

が知られる辛島美登里さんを聴くのにぴったりな季節で、会場は

満席となりました。 

　辛島さんの澄んだ美しい歌声に、観客は静かに聴き入り、歌が

終わると大きな拍手が起こっていました。 

　コンサート後は握手会も開かれ、訪れた人はアットホームな雰

囲気で辛島さんとの握手や会話を楽しんでいました。 

11
28

（水） 

27
11

（火） 

28
11

（水） 
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会
社
員
な
ど
が
加
入
す
る
社
会

保
険
、
個
人
事
業
主
や
無
職
の
方

が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
、
公

務
員
な
ど
が
加
入
す
る
共
済
保
険

な
ど
、
す
べ
て
の
国
民
は
何
ら
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
国
民
が

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

を
国
民
皆
保
険
と
い
い
、
日
本
が

世
界
に
誇
る
べ
き
制
度
と
い
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
が
平

等
に
医
療
機
関
に
か
か
り
、
先
進

の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ

の
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、

医
療
費
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
医
療
費
の
増
大
は
、
社

会
保
険
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
制
度
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
運
営
を
非
常
に
厳
し

い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
保

険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
医
療
保
険
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
す
。 

  

【
主
な
改
正
点
】 

             

　
具
体
的
な
改
正
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

        

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

そ
の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態
を

踏
ま
え
て
、
新
た
に
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
従
来
の
医
療
制
度
で
は
、
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医

療
保
険
に
加
入
し
な
が
ら
老
人
保

健
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
し
い
制
度
で
は
、
す
べ
て
の
75

歳
以
上
の
方
は
国
民
健
康
保
険
や

社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
か
ら

脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
な
ど
に

必
要
な
財
源
の
構
成
は
、
患
者
負

担
分
を
除
き
、
公
費
５
割
、
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
４
割
の
ほ
か
、

75
歳
以
上
の
方
か
ら
の
保
険
料
１

割
と
な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。 

　
な
お
、
75
歳
以
上
の
方
は
自
動

的
に
新
し
い
制
度
に
変
更
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

医
療
保
険
の
現
状
と
課
題 

ど
う
な
る
？

ど
う
な
る
？ 

医
療
保
険
制
度

医
療
保
険
制
度 

     ど
う
な
る
？ 

医
療
保
険
制
度 

 
平
成
20
年
４
月
か
ら
医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。 

①
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度

　
の
創
設 

②
自
己
負
担
の
変
更 

③
高
額
医
療
・
高
額
介
護 

　
合
算
　
制
度
の
新
設 

④
特
定
健
診
・
特
定
保
健 

　
指
導
開
始 

①
新
た
な
高
齢
者
医
療 

　
制
度
の
創
設 

後期高齢者医療にかかる費用 
（病院等での自己負担額を除く） 

後期高齢者 
支援金 
約4割 

保険料 

各医療保険の各医療保険の 
保険料保険料 

保険料 

各医療保険の 
保険料 

75歳以上の方 

現役世代 

　生活の支えとなる「医療保険」　生活の支えとなる「医療保険」。少子高齢化が進み、高齢者の年金や医療費。少子高齢化が進み、高齢者の年金や医療費

が増大し、現役世代の負担増が懸念されるなか、みなさんが増大し、現役世代の負担増が懸念されるなか、みなさんが安心して医療をが安心して医療を

受けられるように医療保険制度の見直しが行われ、制度の受けられるように医療保険制度の見直しが行われ、制度のあり方も平成あり方も平成20年

4月から一部変わります。今月号は平成月から一部変わります。今月号は平成20年度からの医療制度改正を特集し年度からの医療制度改正を特集し

ますます。 

　生活の支えとなる「医療保険」。少子高齢化が進み、高齢者の年金や医療費

が増大し、現役世代の負担増が懸念されるなか、みなさんが安心して医療を

受けられるように医療保険制度の見直しが行われ、制度のあり方も平成20年

4月から一部変わります。今月号は平成20年度からの医療制度改正を特集し

ます。 

公　費 

（国、県、町） 

約５割 

高齢者の保険料 
1割 
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ま
た
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
な

ど
の
扶
養
者
と
な
っ
て
い
て
、
ご

自
身
に
保
険
料
が
発
生
し
て
い
な

か
っ
た
方
も
新
制
度
で
は
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
新
制
度
の
対
象

者
と
な
っ
て
か
ら
の
２
年
間
は
、

保
険
料
が
据
え
置
か
れ
た
り
、
軽

減
さ
れ
る
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                       

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
か
わ
べ
10
月

号
に
折
り
込
み
ま
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
（
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
で
医

療
を
受
け
ま
す
）
お
よ
び
12
月
号

の
12
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

                 
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
２

割
に
引
き
上
げ 

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
病

院
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の
自
己

負
担
割
合
は
こ
れ
ま
で
原
則
１
割

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
の
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

負
担
増
を
一
年
間
凍
結
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
実
際
の
負
担
増
は

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。
　 

　
な
お
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

う
ち
、
現
役
世
代
と
同
程
度
の
自

己
負
担
能
力
が
あ
る
方
を
現
役
並

所
得
者
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
方
々

は
現
状
の
３
割
負
担
の
ま
ま
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
乳
幼
児
の
医
療
費
を
２

割
負
担
に
軽
減
す
る
対
象
年
齢
が
、

「
３
歳
未
満
」
か
ら
「
小
学
校
就

学
前
」
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
が
、

川
辺
町
で
は
中
学
校
入
学
ま
で
の

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
全
額

助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
実
質
的
な
負
担
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

                     

                                 

   

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
一
般
）

般
）
の
限
度
額
引
き
上
げ 

　
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

に
支
払
う
自
己
負
担
に
は
限
度
額

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
己

負
担
割
合
の
変
更
に
伴
い
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
（
一
般
）
の
方
の
自

己
負
担
限
度
額
も
一
年
据
え
置
か

れ
た
平
成
21
年
4
月
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
自
己
負
担
限

度
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更 

②
自
己
負
担
の
変
更 

後期高齢者医療制度の保険料 

後期高齢者医療制度加入者の方すべて 

が保険料を納めていただく必要があり 

ます。納付方法 

は、年金からの 

天引きが原則と 

なります。 

保険証 

後期高齢者医療制度加入者の方に新し 

い保険証が１枚づつ交付されます。 

3月末頃にお手元に 

お届けできる予定 

です。 

 

平成21年4月1日から 

70歳から74歳まで 

（現役並所得者以外） 

2割 

平成21年3月31日まで 

70歳から74歳まで 

（現役並所得者以外） 

1割 

改正 

病院や歯科医、接骨院などでの窓口支払の年齢別負担割合 

※３歳未満から就 
　学前に拡大 

※1割から2割に 
　変更 

(現役並所得者は3割負担のまま） (現役並所得者は3割負担のまま） 

０歳 就学前 65歳 70歳 75歳 

平成21年4月1日から 

70歳から74歳まで（一般） 

平成21年3月31日まで 

70歳から74歳まで（一般） 

外来 
（個人ごと） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

外来 
（個人ごと） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

24,600円 62,100円（※44,400円） 12,000円 44,400円 

改正 

入院時は食費と居住費も負担 

病
院
な
ど
で
の
窓
口
割
合 

の
変
更 

２割 ３割 ２割 １割 

※過去12ヵ月以内に外来＋入院の自 
己負担限度額を超えた高額療養費の 
支給が４回以上あった場合の４回目 
以降の限度額 
 

※（一般）とは、現役並み所得のある方や 
住民税非課税の方、年金収入が80万円以下 
の低所得の方を除いた方々です。 
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高
齢
者
世
帯
で
は
、
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
行
の
制
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
ご
と
に
自
己
負
担
限
度
額
が

決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
支
払
額

が
高
額
と
な
っ
て
し
ま
い
、
家
計

に
与
え
る
影
響
は
多
大
と
な
り
ま

す
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
「
高
額

医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
が

設
け
ら
れ
ま
す
。 

 

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら 

　
医
療
費
と
介
護
保
険
の
利
用
料

を
合
算
し
、
一
定
額
を
超
え
た
分

は
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
年
間
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
方
が
い
る
場
合
、

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
の

年
間
の
自
己
負
担
を
合
算
し
て
、

一
定
の
限
度
額
を
越
え
た
場
合
は
、

そ
の
越
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

       

                                        

         
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
対
象 

　
今
回
の
医
療
制
度
改
革
の
大
き

な
柱
の
一
つ
に
「
生
活
習
慣
病
予

防]

が
挙
げ
ら
れ
、
平
成
20
年
度
か

ら
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
加
入

者
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

対
策
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
「
特

定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
・
特

定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
肥
満
や
糖
尿
病
の
病
状
が
進
行

し
、
様
々
な
合
併
症
（
失
明
、
腎

不
全
に
よ
る
透
析
な
ど
）
を
発
症

す
る
と
高
額
な
医
療
費
が
発
生
し

ま
す
。
そ
れ
ら
の
医
療
費
を
抑
制

す
る
た
め
、
保
険
者
（
国
民
健
康

保
険
で
は
川
辺
町
、
健
康
保
険
で

は
雇
用
者
な
ど
）
に
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
行
う
義
務
が
課

せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
保
険
者

が
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
お
お
ま
か
な
流
れ
と
し
て
は
、

ま
ず
「
特
定
健
診
」
を
実
施
し
、 

生
活
習
慣
病
、
と
り
わ
け
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者

や
予
備
軍
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

対
象
者
を
把
握
し
ま
す
。
そ
し
て 

「
特
定
保
健
指
導
」
で
は
、
生
活

習
慣
改
善
の
必
要
性
が
中
程
度
以 

                             

上
の
方
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
に

向
け
た
支
援
・
指
導
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

脱
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク 

③
高
額
医
療
・
高
額
介
護

　
合
算
制
度
の
新
設 

④
特
定
健
診
・
特
定
保
健

　
指
導
開
始
　 

区　　　分 70歳～74歳 

67万円 

56万円 

31万円 

19万円 

67万円 

62万円 

31万円 

19万円 

126万円 

67万円 

34万円 

－ 

69歳以下 

一般所得世帯 

住民税非課税世帯 

高所得世帯 
（現役並み所得世帯） 

75歳以上 
（後期高齢者医療） 

低所得世帯 
（年金収入80万円以下など） 

高額医療＋高額介護の自己負担限度額 

特定健診・特定保健指導の流れ 

（年額） 

特定健診 

■内臓脂肪型肥満 

①腹囲　　　　男性85cm以上 

　　　　　　　女性90cm以上 

②BM I値（肥満度） 

　　　　上記に加え、以下のうち2項目 
　　　　　 以上が該当 
　　　　（1項目が該当の場合は予備軍） 

■高血糖 
（※メタボリックシンドロームの判断基準は110ｍｇ/d l以上） 

　空腹時血糖　　110ｍｇ/d l 以上 

■脂質異常 

中性脂肪　　　150ｍｇ/d l 以上 

かつ/または　HDLコレステロール40ｍｇ/d l 未満 

■高血圧 

収縮期血圧　　130mmHg 以上 

かつ/または　拡張期血圧　85mmHg　以上 

特
定
健
診
／
特
定
保
健
指
導
の
判
定
基
準
に
よ
り
、 

リ
ス
ク
に
合
わ
せ
て
保
健
指
導 

保健指導 

◇生活習慣改善の必要性が高い人 

【積極的支援】 

健診判定の改善に向けて、継続的に実行できるよう 
な支援をします。 

◇生活習慣改善の必要性が中程度の人 

【動機づけ支援】 

自分の生活習慣の改善点や実践していく行動などに 
気づき、自ら目標を設定し、行動に移すことが出来 
るような支援をします。 

◇生活習慣改善の必要性が低い人 

【情報提供】 

健診結果から今の健康状態を把握し、健康な生活を 
送るための生活習慣の見直しや改善のきっかけとな 
る情報を提供します。 
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今
回
の
医
療
保
険
制
度
の
変
更

に
と
も
な
い
、
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
も
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

次
の
よ
う
に
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

す
。 

 

　 　 

 

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
可
能
に 

　
こ
れ
ま
で
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
家
族
の
す
べ
て
の
方

が
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
、
か

つ
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

ま
た
年
金
天
引
き
の
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
平
成
20
年
11
月
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

     

         

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
　 

　
75
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
、
新
た
に
独
立
し
た
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
ま

す
。
75
歳
以
上
の
方
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
か
わ
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

    

高
齢
者
支
援
金
分
が
新
設 

　
現
在
の
保
険
税
は
、
医
療
費
に

充
て
る
医
療
分
と
介
護
保
険
納
付

金
に
充
て
る
介
護
分
（
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
の
み
）
の
２
種
類

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
は
、
医
療
分

と
介
護
分
、
そ
れ
に
後
期
高
齢
者

支
援
金
に
充
て
る
高
齢
者
支
援
金

分
が
新
た
に
加
わ
り
、
３
種
類
に

分
け
ら
れ
ま
す
。 

　 

 
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行 

（
75
歳
以
上
の
方
） 

保
険
税
の
内
訳
が
変
わ
り 

ま
す 

国
民
健
康
保
険
税
の 

制
度
改
正
に
つ
い
て 

 

【お問い合わせ先】 

　役場住民課　53－2513（内線125） 

　会社退職にともなう、国民健康保険税と会社の任意継続保険との料金の比較や、新たに国民健康保 

険に加入した場合の料金などについてもお気軽にお問い合わせください。 

 

国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
方
法 

平成19年度まで 

平成20年度から　　※『高齢者支援金分』が新たに賦課されます。 

医 療 分 
（加入者全員） 

医 療 分 
（加入者全員） 

介 護 分 
（40歳以上65歳未満の方のみ） 

介 護 分 
（40歳以上65歳未満の方のみ） 

高齢者支援金分 
（加入者全員） 

●所得割　前年中の所得 × 4.6％　　■均等割 1人 × 24，000円 
●資産割　固定資産税額 × 33％　 　■平等割 1世帯26，000円 

限度額 
56万円 

●所得割　前年中の所得 × 0.5％　　■均等割 1人 × 7，000円 
●資産割　固定資産税額 × 6％　 　 ■平等割 1世帯4，000円 

限度額 
9万円 

（参考例） 

40歳の夫婦2人と小学生2人 

の4人家族 

★夫婦の前年中所得：400万円 

★固定資産税額：10万円 

医療分 

介護分 

●所得割　400万円×4.6％＝184，000円　■均等割　4人×24，000円＝96，000円 計 

●資産割　10万円×33％＝33，000円　　■均等割　26，000円 339，000円 

●所得割　400万円×0.5％＝20，000円　 ■均等割　2人×7，000円＝14，000円 計 

●資産割　10万円×6％＝6，000円　　　■均等割　4，000円 44，000円 

合計年税額　　　383，000円 

●所得割　　　■均等割 
●資産割　　　■平等割 

●所得割　　　■均等割 
●資産割　　　■平等割 

●所得割　　　■均等割 
●資産割　　　■平等割 

それぞれの税率や税額については、 

現在検討中です。 

限度額 
47万円 

限度額 
9万円 

限度額 
12万円 

一人あたりの医療費が高く、今後も増大が見込まれる75歳以上の高齢者の医療費を、 

国民全体で支え合うべきという「社会連帯」の精神を基本として創設。高齢者を現役 

世代が支援するためのものです。 
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石
蕗
の
花
多
く
付
け
ま
ぶ
し
き
は
 

　
酷
暑
に
耐
へ
来
し
勲
章
な
り
き
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

 喜
寿
の
夫
体
調
不
良
を
云
い
つ
つ
も
 

　
大
地
の
懐
借
り
て
種
播
く
 
 
 
 
　
 
赤
坂
富
美
子
 

 同
席
の
他
人
も
笑
い
に
引
き
込
み
て
 

　
旧
友
と
の
話
つ
き
ぬ
鈍
行
 
 
 
 
 
 
肥
田
　
節
子
 

 釣
人
の
帽
子
に
止
ま
る
赤
蜻
蛉
 

「
釣
れ
て
ま
す
か
」
と
午
后
の
一
コ
マ
 
　
松
岡
　
久
美
 

 ポ
ケ
ッ
ト
に
焼
き
栗
二
つ
し
の
ば
せ
て
 

　
幼
め
き
つ
つ
秋
最
中
に
居
り
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

 今
期
に
て
最
後
と
な
る
や
も
苺
づ
く
り
 

　
規
格
表
な
ど
親
し
み
湧
き
来
る
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

 亡
夫
と
息
子
の
二
日
違
ひ
の
月
命
日
 

　
共
に
好
み
し
バ
ナ
ナ
を
供
ふ
　
　
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

 ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
低
空
静
止
の
風
圧
に
 

　
し
ぶ
き
蹴
散
ら
し
観
衆
ど
よ
め
く
　
　
 
遠
藤
　
正
枝
 

 友
の
墓
参
り
て
帰
る
田
ん
ぼ
道
 

　
あ
の
日
の
ま
ま
に
赤
と
ん
ぼ
舞
う
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

 突
然
の
訃
報
に
触
れ
て
在
り
し
日
の
 

　
笑
顔
は
顕
ち
て
消
え
て
は
顕
ち
ぬ
　
　
　
山
田
　
君
子
 

 穫
り
た
て
の
白
菜
の
玉
真
つ
二
つ
 

　
弾
け
ん
ば
か
り
の
生
の
手
応
へ
　
　
　
　
垣
下
　
博
子
 

名
刹
の
銀
杏
も
み
じ
の
散
り
尽
く
し
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

黄
落
や
黄
金
ま
み
れ
の
子
供
た
ち
　
　
　
　
青
山
　
初
代 

紅
葉
散
る
山
ふ
と
こ
ろ
の
不
動
尊
　
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

ひ
　
と
 

145

おいしい給食 おいしい給食 

11月7日の給食 

材
料
（
５
人
分
） 

豆
腐
（
水
を
き
っ
た
も
の
）
２
０
０
ｇ 

ね
ぎ
（
細
か
く
切
る
）
…
…
１
／
２
本 

に
ら
（
細
か
く
切
る
）
…
…
…
４
０
ｇ 

に
ん
じ
ん
（
細
か
く
切
る
）
…
２
０
ｇ 

鶏
ミ
ン
チ
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
ｇ 

た
ま
ご
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
１
個 

ホ
ー
ル
コ
ー
ン
…
…
…
…
…
…
２
０
ｇ 

酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
大
さ
じ
１ 

醤
油
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
／
２ 

ご
ま
油
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１ 

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
…
…
…
大
さ
じ
２ 

小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
ｇ 

 

（
仕
上
げ
） 

お
好
み
ソ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
適
宜 

作
り
方 

１
．
材
料
を
良
く
ま
ぜ
調
味
料
も
入
れ

よ
く
練
る
。 

２
．
①
を
天
板
に
並
べ
オ
ー
ブ
ン
で
焼

く
。
（
フ
ラ
イ
パ
ン
で
も
良
い
） 

３
．
仕
上
げ
に
お
好
み
ソ
ー
ス
を
か
け

て
い
た
だ
く
。 

 

ひ
と
く
ち
メ
モ 

・
豆
腐
は
、
体
に
と
て
も
良
い
食
べ
物

で
す
。
こ
の
料
理
は
、
中
に
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
好
き

な
ソ
ー
ス
を
か
け
て
お
好
み
焼
き
の
ス

タ
イ
ル
で
食
べ
ま
す
。 

・
苦
手
な
野
菜
で
も
知
ら
な
い
う
ち
に

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…  

タ
ン
パ
ク
質
…
…
10
・

5
g 

脂 

質
…
…
…
…
…
6
・

9
g

豆腐のおやき 
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一
人
旅
秋
日
大
き
く
沈
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
佐
伯
美
千
代 

ね
ん
ね
こ
の
児
を
傾
け
て
あ
や
し
け
り
　
　
名
倉
　
晃
子 

赤
か
ぶ
の
紅
を
濃
く
し
て
冬
に
入
る
　
　
　
寺
田
　
島
子 

編
物
に
癒
す
ひ
と
と
き
受
験
生
　
　
　
　
　
土
屋
　
正
子 

捨
て
切
れ
ぬ
古
着
を
ま
と
い
煤
払
い
　
　
　
馬
場
　
清
一 

空
澄
み
て
初
冠
雪
の
槍
穂
高
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

た
ぎ
つ
瀬
の
石
を
叩
き
て
石
叩
き
　
　
　
　
若
井
　
国
光 

雪
女
郎
独
り
暮
し
の
戸
を
叩
く
　
　
　
　
　
馬
場
　
周
一 

秋
深
し
　
　
桐
一
葉
花
野
を
か
け
る
　
　
　
山
田
　
美
操
 

　
　
　
　
　
も
み
殻
焼
い
た
煙
這
う
　
　
　
野
中
鈴
の
音
 

　
　
　
　
　
紅
葉
に
初
雪
絵
に
拾
う
　
　
　
大
脇
　
彩
花
 

　
　
　
　
　
パ
チ
ン
コ
玉
の
跳
ね
強
い
　
　
井
戸
　
徴
水
 

　
　
　
　
　
色
あ
せ
た
案
山
子
が
眠
る
　
　
桜
井
　
稲
垂
 

　
　
　
　
　
紅
葉
ハ
ラ
ハ
ラ
肩
に
舞
う
　
　
日
下
部
雅
苑
 

　
　
　
　
　
羊
田
青
く
育
っ
と
る
　
　
　
　
片
桐
　
桐
花
 

　
　
　
　
　
紅
葉
目
に
沁
む
水
清
い
　
　
　
道
家
　
　
梓
 

　
　
　
　
　
千
種
を
染
め
る
玉
宿
る
　
　
　
栗
山
　
里
絵
 

　
　
　
　
　
花
野
に
夕
日
転
げ
込
む
　
　
　
小
沢
　
知
美
 

　
　
　
　
　
刈
田
に
鳥
の
群
下
り
る
　
　
　
加
藤
　
爽
月
 

　
　
　
　
　
木
の
実
時
雨
が
背
戸
鳴
ら
す
　
川
崎
　
宏
正
 

　
　
　
　
　
鳴
く
虫
の
音
も
切
な
い
　
　
　
馬
場
　
清
流
 

　
　
　
　
　
茶
の
花
垣
に
陽
が
に
ぶ
い
　
　
井
戸
　
鹿
笛
 

　
　
　
　
　
里
帰
り
　
が
ま
ね
く
　
　
　
　
矢
島
　
倉
人
 

す
す
き
 

　インフルエンザは、誰もがかかりうる病気ですが、とくにお年寄り、赤

ちゃん、免疫力の低下している人や体力の弱っている人などがかかった場

合には、重症化することがあります。今季は、例年に比べて早い時期から

流行が始まっています。自分を守るためにも、また身近にいる人達に感染

させないためにも、正しい知識を身につけ、予防と対応に心がけましょう。 

 

インフルエンザの予防のために大切なこと 
●外出後は、必ずうがいと手洗いをしましょう。 

●流行期間中は、なるべく人混みをさけましょう。 

●室内の乾燥に気をつけましょう。 

●マスクを着用しましょう。 

●規則正しい生活を行い、栄養と休養を十分にとりましょう。 

これに加え、新たに「咳エチケット」を提唱しています。 

 

「咳エチケット」とは？ 
「咳エチケット」とは，咳のときに飛び散る痰や唾によって感染する病

気、最も代表的なものはインフルエンザですが、その感染を患者さん自

身によって防止をする方策です。 

●咳・くしゃみをする時はティッシュで口と鼻を覆いましょう。  

●使用したティッシュはゴミ箱に捨て,その後はよく手を洗いましょう。  

●咳・くしゃみなどの症状がある方はマスクをしましょう。  

 

 ひとりひとりのマナーでインフルエンザの拡大を防止することができ

ます。「咳エチケット」やインフルエンザ予防に心がけましょう。 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

11月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 

出　生 

中川辺　　三好　達也      

　＝岐阜市　　　　　村　　恵子 

鹿　塩　　若井　里美      

　＝岐阜市　　　　　谷口　多門 

鹿　塩　　横田　治子      

　＝下呂市　　　　　田口　聡慶 

結　婚 

人　口……… 11，094人    （35減）  
男………………5，469人    （  4増） 
女………………５，625人    （39減） 
世帯数………３，634世帯  （35増） 
平成19年12月１日現在の人口・世帯数 
（カッコ内は前年同月比） 

石　神　　羽　根　美　葉     雅之　　女 

石　神　　　　木　大　翔     芳人　　男 

中川辺　　岩　井　貫　太　　孝典　　男 

中川辺　　田　原　颯　人　　博之　　男 

西栃井　　横　山　寧　々　　宏幸　　女 

西栃井　　小　栗　大　知　　洋丈　　男 

上川辺  

石 神   

中川辺 

中川辺 

下川辺  

下吉田

下吉田

下吉田 

下吉田 

下麻生 

み　   わ 

たいと 

かんた 

はやと 

ねね 

たいち 

死　 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL . 53-2515

・・・・・・・ 
インフルエンザを予防しましょう 

91歳　女　本人 

92歳  男　本人

79歳 男　本人

79歳 男　本人

79歳  男　本人

77歳　男　本人 

73歳 男　本人 

93歳 女　秀信 

87歳 女　本人 

88歳 男　本人 

佐　伯　加登子 

平 岡 俊 一  

栗 山 久 夫  

天 地 昭 治  

木 下 昭 三  

佐 伯 　 泉  

加 藤 保 彦  

馬 場 と ね  

佐 伯 つ る  

牧 田 信 夫  
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※ なお、この他にも必要書類の添付または提示を求められる場合があります。 

印  鑑 
源泉 

徴収票 

本人名義の 

通　帳 

医療費の 

領収書等 

 

各種控除の 

証明書 

家屋（土地）の 

登記事項証明書 

建築請負契約 

書等の写 

借入金年末 

残高証明書 
住民票 

①の控除 ○ ○ ○ 

②の控除 ○ ○ ○ 

③、④の控除 ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ 

           

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
毎
年
２
月
16

日
（
本
年
は
２
月
18
日
）
か
ら
の

確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し

ま
す
。
そ
こ
で
川
辺
町
で
は
、
給

与
所
得
者
・
年
金
受
給
者
の
還
付

申
告
に
限
り
２
月
13
日
か
ら
受
付

け
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
日
時
】
　 

平
成
19
年
２
月
13
日
（
水
）
か
ら 

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
） 

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

【
場
所
】 

川
辺
町
役
場
３
階 

第
３
会
議
室 

申
告
相
談
会
場 

（
関
税
務
署
で
は
２
月
13
日
以
前

よ
り
還
付
申
告
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
関
税
務
署
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。） 

  

       

【
ご
注
意
】 

　
２
月
13
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
金
）

ま
で
は
、
給
与
所
得
者
・
年
金
受 

給
者
の
所
得
税
還
付
申
告
に
限
り

受
付
け
を
し
ま
す
。
還
付
申
告
以 

外
の
所
得
税
・
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
及
び
消
費
税
の
確
定

申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
2
月
18
日

（
月
）
以
降
の
申
告
相
談
期
間
中

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

               

    

　
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

①  

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合 

　
自
分
又
は
家
族
の
病
気
や
け
が

な
ど
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
は
、
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。 

  

② 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
場
合 

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増

改
築
等
し
た
と
き
は
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
か
ら

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

 

③ 

給
与
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
が
、
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
場
合 

　
会
社
を
年
の
途
中
で
退
職
し
再

就
職
し
て
い
な
い
人
な
ど
で
、
年

末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税

の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

 

 

④ 

公
的
年
金
等
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合 

　
老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど
65
歳

以
上
の
人
の
税
制
が
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
で
、
平
成
17
年
よ
り
公

的
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
人

が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で

天
引
き
さ
れ
て
い
た
所
得
税
の
還

付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
（
但
し
、
納
め
足
り
な
い
と

き
は
確
定
申
告
で
不
足
分
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
） 

      

　
控
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
下
表
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

ど
ん
な
場
合
に
還
付
申
告 

が
で
き
る
の
で
す
か
？ 

還
付
申
告
会
場
の
早
期 

開
設 

還
付
申
告
を
す
る
に
は 

何
が
必
要
で
す
か
？ 

給
与
所
得
者
・
年
金
受
給
者
の 

所
得
税
還
付
申
告
に
つ
い
て 

還付申告に必要なもの 
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平成19年分　所得税の税額表 

課税される所得金額 

1,000円から　1,949,000円まで 

税率 

5% 0円 

1,950,000円から　3,299,000円まで 10% 97,500円 

3,300,000円から　6,949,000円まで 20% 427,500円 

6,950,000円から　8,999,000円まで 23% 636,000円 

9,000,000円から　17,999,000円まで 33% 1,536,000円 

18,000,000円以上 40% 2,796,000円 

控除額 

【日　時】　　平成20年1月29日（火）　午後7時から（1時間程度） 

　　　　　　　※午後6時30分から7時の間に受付を済ませてください。 

【場　所】　　川辺町中央公民館1Ｆ研修室（託児室を設けます） 

【入所条件】　町内の小学生で、保護者の就労等により、平日の放課後・土曜日・長期休暇期間の 

　　　　　　　通年にわたり家庭で保護を受けることができない状態が月に15日 

　　　　　　　以上ある児童。 

　　　　   　（入所申込者多数の場合は選考あり） 

【その他】　　説明の他に申込書もお渡しいたしますので、希望される保護者の 

　　　　　　　方はご出席ください。 

【問合先】  　川辺町教育委員会　TEL53－2650　　 

    

　
お
も
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

１
．
所
得
税
の
定
率
減
税
は
、

平
成
18
年
分
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。 

 

２
．
所
得
税
の
税
率
構
造
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

               

３
．
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
震
災
害
に
よ
る
損
失
へ
の
備

え
を
支
援
す
る
た
め
、
損
害
保
険

料
控
除
を
見
直
し
地
震
保
険
料
控

除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
所
得
税
、
町
県
民
税
に
お
い
て
、

地
震
保
険
料
等
の
下
記
の
金
額
が

課
税
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。 

・
所
得
税
・
・
・
・
地
震
保
険
契

　
約
に
係
る
保
険
料
等
の
全
額
（
最

　
高
５
万
円
） 

・
町
県
民
税
・
・
・
地
震
保
険
契

　
約
に
係
る
保
険
料
等
の
金
額
の

　
２
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
（
最

　
高
２
万
５
千
円
） 

 

②
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年

12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
契
約
等
（
10
年
以
上
の

契
約
で
満
期
返
戻
金
が
あ
る
損
害

保
険
契
約
）
に
係
る
保
険
料
等
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料

控
除
を
適
用
し
ま
す
（
所
得
税
＝

最
高
１
万
５
千
円
、
町
県
民
税
＝

最
高
１
万
円
）
。 

　
な
お
、
短
期
損
害
保
険
契
約
に

係
る
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
以
降
廃
止
と
な
り
ま

す
。 

　
③
上
記
①
、
②
の
両
方
を
適
用

す
る
場
合
の
合
計
控
除
額
は
、
所

得
税
は
最
高
５
万
円
、
町
県
民
税

は
最
高
２
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。 

(

ご
注
意
）
あ
る
一
つ
の
損
害
保
険

契
約
等
又
は
あ
る
一
つ
の
長
期
損

害
保
険
契
約
等
が
、
上
記
の
①
、

②
の
保
険
契
約
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一

つ
の
契
約
の
み
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
控
除
額
を
計
算
し
ま
す
。 

 

４
．
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
促
進
税
制
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
65
歳
以
上
の
親
族
と
同
居
す
る

者
な
ど
が
、
自
己
の
居
住
用
家
屋

に
つ
い
て
、
手
す
り
の
設
置
や
屋

内
の
段
差
の
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
（
そ
の
工
事
の

費
用
か
ら
補
助
金
等
を
除
い
た
費

用
が
30
万
円
超
の
場
合
に
限
り
ま

す
）
を
含
む
増
改
築
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
家
屋
を

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
自
己
の

居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
そ

の
増
改
築
等
に
充
て
る
た
め
に
借

り
入
れ
た
借
入
金
年
末
残
高
の
１

０
０
０
万
円
以
下
の
部
分
の
一
定

割
合
を
最
大
５
年
間
所
得
税
額
か

ら
控
除
し
ま
す
（
現
行
の
増
改
築

等
工
事
に
係
る
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

制
度
と
の
選
択
制
）
。 

  

平
成
19
年
分
の
申
告
に 

お
け
る
主
な
改
正
点
は 

何
で
す
か
？ 

【
問
い
合
せ
先
】 

役
場
税
務
課
　 

　
５
３
―

２
５
１
４ 

関
税
務
署
　 

　
０
５
７
５
―

２
２
―

２
２
３
３ 

平成20年度川辺町放課後児童クラブ 
入所説明会の開催について 
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投下固定資産の額 

川辺町の企業立地に関する奨励金のご案内 

　川辺町では、企業立地の促進と産業の振興及び雇用機会の拡大を図るため、企

業立地促進条例を制定（平成20年1月1日施行）し、川辺町に新たに立地する事

業者や町内で事業を拡張する事業者に対する奨励措置を創設しました。 

次の業種が対象となります。 

■ 対象業種 

次の条件を満たした事業者が対象となります。 

【用語解説】 

■ 対象事業者 

製造業 

情報サービス業 

研究開発事業 

日本標準産業分類に規定する大分類Fの製造業 

日本標準産業分類に規定する大分類Hの情報通信業のうち、小分類391のソフトウエ 
ア業または小分類392の情報処理・提供サービス業 

高度技術工業又はこれに類する事業で町長が認める事業 

奨励金は次の2種類があります。 

■ 奨励金の種類 

従業員数 
新設 

増設・移設 

新設 

増設・移設 

操業開始前1年以内に新たに常時雇用した従業員数が30人以上 
（中小企業は10人以上、研究開発事業は5人以上） 

操業開始前1年以内に新たに常時雇用した従業員数が15人以上 
（中小企業は5人以上、研究開発事業は3人以上） 

投下固定資産の額が3億円以上（中小企業は1億円以上） 

投下固定資産の額が1億円以上（中小企業は5,000万円以上） 

新設・・・・・ 
町内に事業所を有しない者が、町内に新たに事業所を設置すること 
町内に事業所を有する者が、既設の事業と異なる業種の事業所を町内に設置すること 

増設・・・・・ 
町内に事業所を有する者が、同一業種の事業所を町内に設置すること 
町内に事業所を有する者が、既設の事業所の敷地内若しくは隣接して既設の事業所を 
拡充すること 

移設・・・・・ 町内に事業所を有する者が、当該事業所を町内の他の場所に移転すること 

中小企業・・・ 資本金の額が3億円以下または従業員数が300人以下の事業者 

投下固定資産・ 
事業所設置のために、新たに取得した土地、家屋、償却資産（ただし、土地は操業開 
始前3年以内、家屋・償却資産は操業開始前1年以内に取得したものに限る） 

奨励金の種類 交付額 

事業所設置奨励金 

雇用促進奨励金 

交付期間等 

5年間 

1回限り 

投下固定資産にかかる固定資産税相当額 
（ただし、各年度1,000万円を限度） 

新たに常時雇用した従業員で町内に住所を有する者1人につき10万円 
（ただし、500万円を限度） 

・雇用促進奨励金の交付を受けるためには、その他一定条件を満たす必要があります。 
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指定事業者申請書、商業登記事項証明書、定款または規約、土地登記事項証明書及び位置図、建物 
登記事項証明書及び配置図、投下固定資産の契約書の写し、新たに常時雇用した従業員名簿など 

「対象業種」及び「対象事業者」の条件を満たした場合、奨励金の交付を受けることができます。この場合、

事業者としてあらかじめ指定を受けることが必要です。 

１.事業者の指定申請 

■ 申請手続き 

■ その他 

指定申請時期 操業開始の日から30日以内 

申請に必要な書類 

申請に必要な書類 

事業者として指定された後、各奨励金の交付申請が必要です。 

・この条例は、平成20年1月1日以降に操業開始した事業者から対
象となります。 
 
・交付の条件を満たさなくなった場合や町税等に未納がある場合
などは、事業者指定の取消、交付金の返還命令をすることがあり
ます。 

２.奨励金の交付申請 

〔事業所設置奨励金〕 

交付申請時期 各年度の固定資産税を完納してから30日以内 

事業所設置奨励金交付申請書、新たに常時雇用した従業員名簿など 

申請に必要な書類 

交付申請時期 操業開始後1年が経過した日から30日以内 

雇用促進奨励金交付申請書、新たに常時雇用した町内居住従業員名簿など 

〔雇用促進奨励金〕 

【問い合わせ先】役場産業環境課　TEL53－7212（内線143） 

　
岐
阜
県
市
町
村
振
興
補
助
金
を
活
用
し
、
川
辺
町
内

の
す
べ
て
の
小
学
校
と
保
育
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、

心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器
で
、
現

場
に
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
対
処
と
し
て
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
と
合
わ
せ
て
重
要
な
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
時
の
救
命
率
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
今
回
の
整
備
に
よ
り
町
内
の
主
要
な

公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
は
完
了
し
ま
し
た
。 

　
今
回
設
置
さ
れ
た
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

川
辺
西
小
学
校
　
　
　
保
健
室 

川
辺
東
小
学
校
　
　
　
職
員
室 

川
辺
北
小
学
校
　
　
　
職
員
室 

川
辺
第
一
保
育
所
　
　
正
面
玄
関 

川
辺
第
二
保
育
所
　
　
正
面
玄
関
ホ
ー
ル 

川
辺
第
三
保
育
所
　
　
職
員
室 

小
学
校
、
保
育
所
に 

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た 

川辺東小学校 

川辺第一保育所 
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【2月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388
〈開 館 時 間〉　9:30～12:00/13:00～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
　　　　　　　年末年始12/29～1/3

☆子育て相談 

 子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽にご相談ください。お電話もお待ちしています。 

すくすくひろば 

　☆0・1歳児対象（火曜日）10時～  

  　　5日・・・読み聞かせ 

　★12日・・・お店屋さんごっこの財布、お金作り 

　★19日・・・お店屋さんごっこ 

　★26日・・・おひなさま作り 

わくわくひろば 

　☆2才以上対象(金曜日）10時～  

 　 　8日・・・読み聞かせ 

　★15日・・・お店屋さんごっこの財布、お金作り 

　★22日・・・お店屋さんごっこ 

　★29日・・・おひなさま作り 

発育測定・相談 

　　25日（月）・・・10時～11時 

　　　　（持ち物）母子手帳、バスタオル 

　★お店屋さんごっこやおひなさま作りは午前10

　　時からと午後2時からの2回行います。どちら

　　か都合の良い方に参加できます。 

　★お店屋さんごっこの受付は1月28日（月）から

　　です。 

【2月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 

 

　毎回読み聞かせのボランティアさんがみんなに
楽しい本を読んでくれます。参加は、無料です。
親子参加も歓迎です。 

読み聞かせの日　（毎月第4土曜日）　13：30～ 

スマイル☆きっず　（毎月第1月月曜日）　10：30～ 

　今回は、講師の先生を招いて、親子でふれあい
音楽あそびをします。みんな遊びにきてね。 
（事前の申込みが必要です。児童館受付までおこ
しください。） 

☆活動の無い日も、広いプレイルームや、中庭の芝生 

　広場で、自由に遊べます。 

【クリスマス会】 

【サークル登録】 

　サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日 

行っています。 

  2日（土）　映写会 

  4日（月）　スマイル☆きっず 

  6日（水）　おとうさん広場 

  9日（土）　なかまあそび 

13日（水）　あかちゃん広場 

16日（土）　工作の日 

18日（月）　ハッピー☆きっず 

20日（水）　おとうさん広場 

23日（土）　読み聞かせ 

27日（水）　あかちゃん広場 

 

0.1歳児クリスマス会 2歳以上児クリスマス会 

予定は変更になることもあります。 
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（都合により日時などが変更になることもあります。） 

入札参加業者数 工　事　名 工事場所 予定価格 落札価格 落札業者 

雌鳥排水路整備補修工事 
（３工区） 

有限会社 
ヤマハロードテック  

川辺町西栃井地内 

川辺町西栃井地内 

川辺町下吉田地内 

寿美工業株式会社 
岐阜営業所 

佐伯綜合建設 
株式会社  

山楠配水場電気計装設備 
更新工事 

町道5050号線（下吉田 
下麻生線）大洞橋修繕工事 

6,132,000 5,827,500 

16,590,000 16,117,500 

8,389,500 8,137,500 

6

8

6

 ＊入札結果詳細は、総務企画課にて閲覧できます。【問い合わせ先】総務企画課　TEL 53-2511（内線216） 

予定価格が500万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 

2

相 談 窓 口 相 談 窓 口 

■イベント ■保育所・学校行事 

 

■ごみ収集 

 

 3　　防災講演会（中央公民館） 

13　・14　・27　・28　　ペットボトル 

13　・14　　蛍光管 

19     　　    ガラス・食用ビン・可燃粗大 

  8　・22　   その他プラスチック 

　           　（午前9時までに出してください） 

健康相談 
【日時】1月24日（木）　10時～11時 
　　　　1月25日（金）　10時～11時 
　　　　2月  5日（火）　13時～14時 
【場所】保健センター  
        　（24日は､やすらぎの家） 
【相談者】保健センター職員 
【問い合わせ先】保健センター　Tel 53-2515 
 
無料法律相談【要予約】 
【日時】2月13日（水）13時～16時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】岐阜県弁護士協会 
【問い合わせ先】やすらぎの家　Tel 53-2121 
 
心配ごと相談 
【日時】1月16日（水）9時～12時 
【場所】川辺町役場 
【相談者】心配ごと相談員 
【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513

障がい者なんでも相談 
【日時】2月12日（火）　10時～12時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】障がい者相談員 
【問い合わせ先】やすらぎの家  Tel 53ｰ2121 
 
多重債務110番 
【日時】2月9日（土）10時～16時 
【相談者】弁護士、司法書士、県消費生活相
　　　　　談員 
　相談方法：①面接、②電話 
【場所】岐阜県県民生活相談センター 
　　　　岐阜市薮田南5ｰ14-53　岐阜県県民
　　　　ふれあい会館内　 
　①　面接相談（20分間）【要約】　 
　②　電話相談 
　　・当日時間内に以下の番号まで直接お電
　　　話ください 
【問い合わせ先】　　 
　岐阜県県民生活相談センター 
　Tel 058-277-1003

2
  1　　 豆まき（第二・三保育所） 

  4       豆まき（第一保育所） 

  7　　 お店屋さんごっこ（第一・二保育所） 

  8　　 PTA参観日（川辺中学校） 

19　　 防犯指導（第二保育所） 

公共工事入札結果　11月の入札 
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1月の税 
国民健康保険税　10期 

町県民税普徴分　4期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　1月31日まで 

川
辺
町
民
生
児
童
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た 

　
平
成
19
年
12
月
１
日
に
新
し
い

町
民
生
児
童
委
員
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
子
育
て
や
福
祉
な
ど
生
活

を
す
る
う
え
で
の
困
り
事
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
委
員

さ
ん
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
任

期
は
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。 

　
新
し
い
民
生
児
童
委
員
は
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
） 

上
田
純
子
（
上
川
辺
上
） 

名
波
敏
昭
（
上
川
辺
下
） 

渡
邉
壽
雄
（
石
神
） 

井
戸
勤
（
中
川
辺
第
一
） 

三
品
幸
夫
（
中
川
辺
第
二
） 

長
谷
部
勝
成
（
中
川
辺
第
三
） 

渡
邉
武
子
（
中
川
辺
第
四
） 

安
藤
守
男
（
西
栃
井
上
） 

大
場
豊
（
西
栃
井
下
） 

鈴
木
隆
（
下
川
辺
） 

則
武
甫
（
鹿
塩
） 

加
藤
乙
彦
（
下
飯
田
、
福
島
） 

高
井
里
子
（
比
久
見
上
） 

肥
田
幹
子
（
比
久
見
下
） 

馬
場
孝
仁
（
下
吉
田
） 

加
藤
和
明
（
下
麻
生
上
） 

羽
田
堅
治
（
下
麻
生
下
） 

垣
下
清
子
（
全
域
） 

林
靖
子
（
全
域
） 

（
※
は
主
任
児
童
委
員
） 

　
ま
た
、
川
辺
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
役
員
も
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

会
　
長
　 

　
井
戸
勤 

副
会
長 

　
渡
邉
壽
雄 

　
高
井
里
子 

幹
　
事
　 

　
則
武
甫
（
児
童
部
会
長
）
　
　

　
大
場
豊
（
障
が
い
部
会
長
） 

　
加
藤
乙
彦
（
母
子
部
会
長
） 

　
加
藤
和
明
（
老
人
部
会
長
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
住
民
課 

　
５
３
―

２
５
１
３ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
4
） 

 

子
育
て
支
援
研
修
会 

　
子
育
て
に
関
心
が
あ
る
方
、
子

育
て
支
援
活
動
を
し
て
み
た
い
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

音
楽
や
楽
し
い
道
具
を
使
い
な
が

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情
や
動
き
の

新
し
い
発
見
が
で
き
る
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
の
方
法
を
学
び
ま
す
。
な
お
、

こ
の
催
し
は
「
動
く
こ
ど
も
の
城

事
業
」
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま

す
。 

【
日
時
】 

平
成
20
年
２
月
15
日
（
金
） 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】 

川
辺
町
中
央
公
民
館
１
階
研
修
室 

【
内
容
】
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
す
く
す
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

川
辺
町
教
育
委
員
会 

　
５
３
―

２
６
５
０ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
１
６
） 

 「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
工
房 

　
「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
の
ガ
ラ

ス
工
房
で
は
、
次
の
２
つ
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。 

吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座
Ⅴ 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
初
級
講
座
Ⅴ  

【
日
時
】 

・
木
曜
午
前
コ
ー
ス 

・
金
曜
午
後
コ
ー
ス 

・
土
曜
午
前
コ
ー
ス 

【
定
員
】  

・
吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座 

　
各
コ
ー
ス
3
人 

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
初
級
講
座 

　
各
コ
ー
ス
15
人 

【
会
場
】 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
吹
き
ガ
ラ

ス
工
房 

【
受
講
料
】 

・
吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座 

１
万
５
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
初
級
講
座 

１
万
８
０
０
０
円
（
材
料
費
込
） 

【
応
募
締
切
日
】  

１
月
20
日
（
日
） 

【
応
募
方
法
】 

電
話
で
応
募
い
た
だ
く
か
、
直
接

窓
口
へ
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
６
５
―

１
５
１
５ 

 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」 

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
が
扱
う
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
に
入

学
、
在
学
さ
れ
る
お
子
様
を
お
持

ち
の
家
庭
に
お
け
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
教
育
機
会
の
均
等
を
図

る
目
的
で
、
国
が
設
け
た
融
資
制

度
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

【
融
資
額
】 

学
生
・
生
徒
一
人
あ
た
り
２
０
０

万
円
以
内 

【
利
率
】
年
2.5
％ 

　
（
平
成
19
年
12
月
11
日
現
在
） 

【
返
済
期
間
】
10
年
以
内 

【
使
い
み
ち
】
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・

家
賃
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

国
民
生
活
金
融
公
庫
　
多
治
見
支

※ ※ 
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店
　
融
資
相
談
係 

　
０
５
７
２
―

２
２
―

６
３
４
１ 

 
川
辺
町
防
災
講
演
会 

〜
大
地
震
そ
の
と
き
あ
な
た
は
〜 

　
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
の

山
村
武
彦
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、
川
辺
町
防
災
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
２

時
間
後
に
現
地
入
り
す
る
な
ど
、

数
多
く
の
経
験
か
ら
実
践
的
な
防

災
・
危
機
管
理
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
20
年
２
月
３
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

　
　
　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
）

【
と
こ
ろ
】 

川
辺
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

【
講
師
】 

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長 

　
　
　
　
　
　
　
山
村
武
彦 

氏 

【
参
加
費
】
無
料 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―
２
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
） 

  

福
祉
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス 

　
平
成
19
年
度
第
３
回
「
福
祉
の

仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

　
福
祉
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
、
福
祉
の
仕
事
に
つ
い

て
よ
く
知
り
た
い
方
の
た
め
に
各

種
の
説
明
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
20
年
２
月
17
日
（
日
） 

午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

　
　
　
（
入
退
場
自
由
） 

【
と
こ
ろ
】
　 

長
良
川
国
際
会
議
場
大
会
議
室 

（
岐
阜
市
長
良
福
光
２
６
９
５
―

２
）
　 

【
入
場
料
】
無
料 

【
開
設
コ
ー
ナ
ー
】 

・
職
場
理
解
コ
ー
ナ
ー 

・
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー 

・
求
人
コ
ー
ナ
ー 

・
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー 

・
就
職
活
動
相
談
コ
ー
ナ
ー 

・
福
祉
系
学
校
相
談
コ
ー
ナ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
８
―

２
７
６
―

２
５
１
０ 

役
場
住
民
課 

　
５
３
―

２
５
１
３ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
1
2
4
） 

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
生
涯

学
習
講
座
の
お
知
ら
せ 

　
岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ

ー
は
、
花
と
緑
の
生
産
、
流
通
、

装
飾
、
造
園
・
緑
化
、
環
境
・
景

観
、
癒
し
・
利
用
な
ど
を
総
合
的

に
学
ぶ
岐
阜
県
立
の
園
芸
専
修
学

校
で
す
。
同
校
は
、
一
般
の
方
を

対
象
に
し
た
生
涯
学
習
講
座
を
以

下
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
講
座 

【
日
時
】
３
月
９
日
（
日
） 

　
　
　
　
14
〜
16
時 

【
内
容
】
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の

　
　
　
　
基
本
技
術
を
学
び
ま
す
。 

【
参
加
費
】
材
料
費
と
し
て
２
千

　
　
　
　
　
円
程
度 

【
定
員
】
20
人
（
応
募
者
多
数
の

　
　
　
　
場
合
は
抽
選
） 

バ
ラ
文
化
講
座 

【
日
時
】
３
月
10
日
（
月
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

【
内
容
】
バ
ラ
文
化
に
つ
い
て
学

　
　
　
　
び
ま
す
。 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
30
人
（
応
募
者
多
数
の

　
　
　
　
場
合
は
抽
選
） 

庭
木
剪
定
管
理
講
座
１
日
コ
ー
ス 

【
日
時
】
3
月
13 
日
（
木
）
　
　

　
　
　
　

19
日
（
水
）
　
　

　
　
　
　
両
日
と
も
10
〜
16
時 

【
内
容
】
講
義
と
松
な
ど
の
庭
木

　
　
　
　
の
剪
定
実
習
を
行
い
ま

　
　
　
　
す
。 

　
　
　
　
（
両
日
と
も
同
内
容
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
各
回
40
人
（
応
募
者
多

　
　
　
　
数
の
場
合
は
抽
選
） 

園
芸
福
祉
講
座 

【
日
時
】
３
月
16
日
（
日
） 

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
15
分 

【
内
容
】
園
芸
福
祉
の
基
本
的
知

　
　
　
　
識
を
習
得
し
、
そ
の
活

　
　
　
　
用
を
学
び
ま
す
。 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
30
人
（
応
募
者
多
数
の

　
　
　
　
場
合
は
抽
選
） 

【
申
込
方
法
】 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に

講
座
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で
送
付

【
申
込
期
限
】
２
月
20
日
（
水
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー 

可
児
市
塩
１
０
９
４-

８ 

　
６
０
―

５
５
２
０ 

Fax
６
０
―

５
５
２
１ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

in
fo
@
h
o
r
tic
u
ltu
r
e
.a
c
.jp
 

   

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…下水道整備区域の人口 

 
下水道区域内の方は下水道への早期接続をお願いします。 

また、寒い日が続きますので、水道管の凍結にご注意 

ください。 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

5,696人 1,773世帯 68.1% 

 +0.6% 

 

+38人 +11世帯 

区 域 内 人 口  8,365人 

 

下水道の接続状況 （平成19年11月30日現在） 
～上下水道課からのご案内～ 
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町　章 

平成20年1月10日号　Vol.463

その29

 
奈
良
の
春
日
大
社
を
総
本
宮
と

す
る
神
社
で
す
。
春
日
大
社
は
藤

原
氏
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
神
社
で

し
た
。
 

　
春
日
神
社
の
創
建
年
月
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鹿
塩
地

区
に
移
住
し
た
武
士
階
級
の
守
護

神
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
京

都
で
戦
乱
が
あ
っ
た
際
、
難
を
逃

れ
て
こ
の
地
域
に
住
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

本
殿
再
建
の
棟
札
が
、
最
も
古
い

記
録
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
古

く
は
県
大
明
神
が
別
に
祀
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
後
、
春
日
神
社
に
合

併
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
所
蔵
品

と
し
て
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九

七
）
の
、
陶
磁
器
製
の
狛
犬
二
対

が
あ
り
ま
す
。
 

　
神
社
の
境
内
に
は
、
鹿
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
異
な
ポ
ー
ズ

の
座
っ
た
像
で
、
神
社
と
一
体
を

な
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山
論
終
結

の
祈
念
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
と
は
、
川
辺
町
の
最
北
端
に
あ

る
納
古
山
の
こ
と
で
す
。
宝
永
四

年
（
一
七
〇
七
）
か
ら
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
の
長
き
に
わ
た

り
、
六
ヵ
村
の
村
々
で
、
入
会
地

の
境
界
が
争
わ
れ
た
の
で
し
た
。

境
内
に
は
「
納
古
山
論
碑
」
と
「
入

会
山
論
由
来
」
の
二
つ
の
碑
が
建

立
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
山

論
の
経
緯
を
物
語
る
多
く
の
古
文

書
が
、
春
日
神
社
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
神
社
の
近
く
に
は
、
鬼
の
足
跡

と
い
わ
れ
る
「
鬼
渕
」
が
あ
り
ま

す
。
川
の
中
に
溝
状
に
連
な
っ
て

続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
流
に

は
、
鬼
の
金
棒
の
跡
と
言
わ
れ
る

「
い
ぼ
井
戸
」
も
あ
っ
て
、
今
も

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
 

　
史
跡
と
伝
説
の
多
い
鹿
塩
地
域

で
す
。
 

川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

 

※
ふ
る
さ
と
の
史
話
を
執
筆
い
た
だ

い
て
い
た
、
木
下
尚
年
さ
ん
は
9
月

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
遺
族

の
了
解
を
得
て
、
生
前
お
預
か
り
し

て
い
た
原
稿
に
よ
り
３
月
号
ま
で
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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今
か
ら
３６
年
前
の
こ
と
で
す
。

中
学
校
の
卒
業
を
間
近
に
ひ
か
え

て
、
担
任
の
先
生
が
卒
業
す
る
私

た
ち
に
、
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ

ま
し
た
。 

「
君
た
ち
は
９
年
間
の
義
務
教
育

を
終
え
て
、
ま
も
な
く
卒
業
す
る

こ
と
に
な
る
。
高
校
へ
進
学
す
る

も
の
、
就
職
す
る
も
の
、
各
自
の

進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
後

の
人
生
の
中
で
、
進
路
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
数
々

で
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

と
き
、
ふ
た
つ
の
考
え
方
が
あ
る

こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

　
第
１
は
、
将
来
の
大
き
な
目
標

を
描
い
て
か
ら
、
そ
の
目
標
に
到

達
す
る
た
め
の
行
程
を
考
え
、
そ

の
行
程
に
従
っ
て
進
路
を
決
定
す

る
も
の
。
例
え
ば
、
医
者
に
な
り

た
い
と
い
う
夢
を
描
き
、
そ
の
た

め
に
は
大
学
の
医
学
部
を
卒
業
す

る
必
要
が
あ
る
、
し
た
が
っ
て
医

学
部
進
学
を
選
択
す
る
と
い
っ
た

具
合
だ
。
目
標
地
点
か
ら
逆
算
し

て
、
進
路
を
決
定
す
る
と
い
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。 

　
第
２
は
、
当
面
す
る
問
題
に
細

心
、
最
大
の
注
意
を
は
ら
っ
て
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず

と
道
が
開
け
て
く
る
よ
う
な
も
の
。

い
ま
こ
の
時
点
で
は
、
自
分
の
将

来
の
職
業
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
、

け
れ
ど
も
高
校
入
試
が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
後
悔
し
な

い
よ
う
全
力
で
取
り
組
も
う
、
そ

の
あ
と
の
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で

考
え
よ
う
、
と
い
っ
た
も
の
だ
。

人
生
の
要
所
要
所
で
難
関
を
切
り

抜
け
つ
つ
、
あ
と
か
ら
振
り
返
っ

て
み
る
と
一
筋
の
道
が
で
き
て
い

た
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。 

　
い
ず
れ
の
考
え
方
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の

場
合
も
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
な
こ
と
な
の
だ
。」
要
約
す

れ
ば
以
上
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

受
験
生
の
皆
さ
ん
は
言
う
に
及

ば
ず
、
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
に
と

っ
て
も
、
自
分
が
進
む
べ
き
道
や

行
動
、
考
え
方
の
選
択
を
い
つ
も

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
川
辺
町
の
進

む
べ
き
道
も
同
様
、
つ
ね
に
選
択

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
１
の

考
え
方
を
採
る
に
せ
よ
、
第
２
の

考
え
方
を
採
る
に
せ
よ
、
最
大
細

心
の
注
意
を
は
ら
い
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

春
日
神
社 

新
春
に
思
う 

新
春
に
思
う 

春
日
神
社 
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